
 

 

- 1 - 

原佳子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の聖句 

  わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。 

マタイ福音書２８：２０   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

会   長  柏原佳子 

直前会長  柏原佳子 
副 会 長  島田 恒 飯田義雄 
書 記  堀江哲次 五上雅司 福原吉孝    
会 計  羽太英樹 堤 清 

監 事  都筑省三 町永昭亓 
連絡主事  小川勝之 

六甲部ファンド事業主査 吉岡浩一 

６月２日の朝に  

                  柏原佳子                                  

６月の今日、突然信じられないようなプレゼ

ント、何にも予定のないそんな日が素晴らし

いと思えるのは毎日が忙しいから・・・。会長

の２年間余りを過ごして尚、これからの１年

間の未知の忙しさを想像し、ワイズの中にあ

る私ってなんだろう？とフト考えます。芦屋クラブ会長もこのブリ

テンを手に取るときには終えているのです。「花でブーケを！」を

願った１０周年記念例会をおかげさまで成功裏に終えたときに

は、次期へのステップがなかなか踏み出せなくて苦しみました。

パワーヨガの木のポーズが私に教えてくれたこと「軸さえずれなけ

れば」に救われました。案に反して２年目は各委員の皆様が

私の前を歩いておられ、クラブの方向はワイズメンズクラブに向

けて面白いように物事が決まっていきました。私はあこがれのハ

ンドルを握る。♪２期目が始まってすぐに、急ブレーキのつんの

めりそうなお役目がきましたが、「主は必要にかなって貴女を在

させる」に従うことができました。今の想いは２つのＹＹって優しさ

とやさしさをかさねることかなと思うのです。受け止める、受け止

めて返す、さらに受け止めていただき再びお返しいただく。感謝

を込めてお返しする。私は空間に立つ。ボールから目をそらさな

い。習った通りにスイングする。軽やかに青空に向かって飛んで

いく球を空想しながら、期待を込めて後からその方向を見れば

いい。アラ！？こんな私を創ってくださったみなさま、本当にあり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

主   題 
国際協会会長   「希望の灯（ともしび）となろう」 

V.Ｓ. Bashir ”Be the Light of Hope” 
アジア地域会長   「希望の灯（ともしび）となろう」 

Rita Hettiarachchi ”Be the Light of Hope” 
西日本区理事     「思いやりを持ってワイズライフを！」 
佐 藤 典 子 ”Enjoy Y’life with consideration !” 

六甲部部長      「悠々として急げ」ワイズライフ 
山 口 政 紀    ”Festina Lente !” 

芦屋クラブ会長     「凛として・・・」 
柏 原 佳 子    ”Onward Valiantly ” 

 

６月第１例会プログラム 

と き： ２００９年６月１７日(水) 19：00～21：00 

と こ ろ： ホテル竹園芦屋 ９階 ブッフェスタイル 

司 会： 上野恭男          （敬称略） 

受 付： 五上雅司・由田克己 

１． 開会点鐘 柏原佳子会長 

２． クラブソング斉唱 一同 

３． 聖書朗読 羽太英樹 

４． 食前感謝  都筑省三 

５． 食事・歓談  一同 

６． ゲスト・ビジター紹介 上野恭男 

７． 「芦屋クラブを語りましょう」 

８． ニコニコ （いい事一言） ドライバー 

９． 議事・報告 

1） 第 2 例会議事録承認 柏原佳子会長 

   2） 各事業報告 各事業委員 

10． ．ＹＭＣＡニュース 橋本潤連絡主事 

   11 誕生祝  柏原佳子会長 

     上野恭男・桑野友子 

12．ニコニコ献金報告 福原吉孝（ファンド） 

13．閉会点鐘  柏原佳子会長 

 

５

月

出

席

表 

在籍会員数 ２０名 うち広義会員 １名 

第１例会出席会員 １５名 第 1例会総出席数 22 名 

メイクアップ １名 メネット 名 

出席率 84.2％ ビジター・ゲスト 7 名 

ニコニコ 31,850 円 
累計 

194,152 円 

ＢＦ切手 吉岡・町永 8７２ ｇｍ 

 

ＡＤＤＲＥＳＳ：  WATANABE, Toichirou, 2-5-26  NIGAWA-TAKAMARU,  TAKARAZUKA  

665-0063, JAPAN      

 ｈｔｔｐ；／／ｗｗｗ．ｋｏｂｅｙｍｃａ．ｏｒ．ｊｐ／ｙｓ／ａｓｈｉｙａ／     ＴＥＬ・ＦＡＸ： 

0798-53-6112 
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５第１例会報告 

日 時： ２００９年５月２０日（水）１９：００～２１：００ 

場 所： ホテル竹園芦屋 

司 会： 吉岡浩一         （以下敬称略） 

出席者： 飯田、五上、上野、柏原、加輪上、桑野、島田、 

都筑、堤、羽太、福原、堀江、吉岡、渡辺、 

橋本連絡主事 （１５名） 

ゲスト・ビジター： 仁科保雄次々期西日本区理事・柳慎司・ 

内田雅彦（京都キャピタルクラブ）、亓十嵐政二・ 

亓十嵐かほる（神戸クラブ）、鈴木聖也次期西日

本区理事・細見俊雄（神戸ポートクラブ） 

 

今となっては新型インフルエンザ対応が尐し過敏で慎重過ぎた

のでは、と思われる程事態は鎮静化して来ており、何よりです。

当初の予定では神戸ＹＭＣＡの若い二人のタイワークキャンプ

の報告が当日のメインスピーチでご本人達も張り切って準備さ

れていたようですが、ＹＭＣＡ側のご要請でお二人は来られなく

なり、急遽１０/１１年度西日本区を率いられる仁科様に卓話

をお願い致しました。 

 ２４歳の時に金具加工の老舗経営のお父上、お爺様を一月

の内に相次いで

亡くされて十分な

修練を積まれぬま

まお店の後を継が

れた苦労話はご

自身が体験され

た事だけに大変

迫力に満ちたもの

でした。個人的には関心のある美術工芸の世界のお話をいま

尐し伺いたかったのですが、未熟な後輩クラブの我々の為に、”

ワイズメンズクラブはかくあるべし”という原則とも云うべき事をポ

イントを押さえて熱く語って頂きました。中でも、”ワイズのバッジ

装着は必須”というくだりでは穴があれば隠れてしまいたい位で

した。実は一年ほど前から何処かで落したままになっていました

ので将にドッキリでし

た。 

 次次期書記の柳様も

又バリバリの真面目ワ

イズメンの鑑の様な方

で入会以来例会を１６

年間無欠席を誇るとか

で今も役員会、事業

委員会などを合わせると月に５～６日はワイズ活動に充ててお

られる由で忙しい中の奉仕は”お互いさん”精神ということでし

た。 

又入会１年半の内田ワイズも奥様とお二人で開店されたばか

りのパン屋さんが当たって忙しい中、例会に出席する辛さを”忙

しいからこそ出来るワイズへの奉仕”と禅問答の解を割り出され

たかの様なお話など先輩クラブ京都キャピタルクラブの皆さんそ

れぞれに感銘深いお話をして頂き、有難く拝聴致しました。 

タイワークキャンプ参加のリーダー達のリポートはＹＭＣＡ橋本連

絡主事が代読される型で聞かせて頂きましたが、杉山知恵さ

ん、向五睦さんお二人共非常にしっかりと良い体験をして来ら

れた事が分かりました。この上は、この経験がご本人達の人格

形成に役立つに留まらず、今後ＹＭＣA 活動、ワイズ活動に

生かされ、何等かの形でフィードバックされる仕組みを当事者

の皆さんに考えて頂きたいものです。 

 ビジター、ゲストをお迎え

するこの期最後の５月例

会は将に次期、次々、期

西日本区理事をはじめ

錚々たるお客様をお迎え

して柏原会長の万感を

込めたお礼のご挨拶が印

象的でした。 

                              吉岡浩一 

５月度第２例会議事録（抄） 

日 時： ２００９年５月２７日（水）１９：００～２１：００ 

場 所： 芦屋市民センター ２０４号 

出席者： 柏原、上野、飯田、桑野、羽太、福原、吉岡、 

橋本、五上（９名） 

報告・協議・確認事項 

◇タイ・ワークキャンプ参加リーダーの報告会 

ＹＭＣＡ向五睦・杉山智絵さんからの報告を６月第２例会 

（６月２４日）に行う（橋本連絡主事を通じて依頼） 

◇会計報告 

４月度並びに７～４月の基本会計（羽太メン）報告 

尚、フｱンド会計は第１例会で堤メンより説明済み 

◇０９～１０年度六甲部評議会準備役員会報告 

飯田次期会長より会長主題・活動方針、福原次期ＥＭＣ 

主査より次年度の活動方針の発表 

◇オナロールクラブ宣言 

オナロールクラブについては、２月第１例会で吉岡メンより提 

案があり了解されていたが、ＵＳ弗１００×１０年の献金実 

施によりクラブ宣言する旨の再確、了解 

◇みどり福祉作業所との協働 

ＣＳ活動としてみどり福祉作業所との協働を次年度の課題 

として提起された。 

尚、みどり基金の５月末残高３３，０００円を６月年度末例 

会で贈呈する 

◇六甲部次年度スケジュール 

７月１８日（土）第１回評議会 

９月１２日（土）六甲部部会       報告： 五上雅司 

 

 

 

 

 

 

☆４月例会でギター演奏とスピーチをお願いした藤本治 

さんより謝礼１０，０００円をニコニコファンドにご寄附頂 

いた。 感謝               （ファンド委員） 

☆５月例会でスピーチをお願いした仁科保雄次々期西

日本区理事より謝礼１０，０００円をニコニコファンドに

ご寄附頂いた。 感謝           (ファンド委

員) 
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西日本区理事表彰 
♪♪ 嬉しい賞をいただきました ♪♪ 

☆ 広報事業優秀クラブ賞 
☆ 地域奉仕・環境事業優秀クラブ賞 
☆ ＤＢＣ（交流事業）締結クラブ賞 

夢のような体験－タイワークキャンプ 

日本に帰っての数日間、まるで夢でも見ていたような、そんな

感覚。何度振り返っても整理がつかなかった。このキャンプで得

たもの、それは計り

知れないものだったと

思う。本当にさまざま

な体験をし、心揺れ

動く毎日だった。そん

な日々の中で感じた

こと、それは言葉も

なかなか通じない、

文化も違う、その中

で人と繋がる楽しさ。そこには互いに知りたい、知り合いたいと

思う気持ちがあったからこそ思い合い、助け合い、行動ができ

たのではないかと思う。しかし、これは国が違うとか関係なく、日

本人同士でも言えること。タイワークを通して改めて感じること

ができた。 

タイワークに参加して、改めて実感したのは英語力の無さ。伝

えるためには言葉だけじゃ

ないと思いつつも、伝えき

れないもどかしさもあり、

諦めたくもなった。だけど、

伝えたい。そんな思いから

必死に自分の思いを伝え

ようと努力した。でも、伝

えるだけでなく受け止める

ことの大切さ、言葉の違い、考え方や意見の相違があっても本

気で向かい合わなければ理解し合えない。キャンプ中、日々

感じていたことは、感謝の気持ち。出会ったたくさんの人、どうし

てこんなにも私たち受け入れてくれるのだろう…。そんな疑問も

含め素直に伝えること。それが大切なことだと思った。 

タイでは本当にたくさんのことを学ぶことができたと思う。今まで

無意識に作っていた価値観…たとえば、貧困＝かわいそう。実

際、タイに行けば自分たちの生活と比べれば貧困なのかもしれ

ない。だけど、心は

本当に温かく、笑顔

もキラキラして、幸せ

さがこちらまで伝わっ

てきた。笑顔はお金

じゃ買えない、かけが

えのないもの。隣の

人の笑顔、すべてが

大切なものだと思え

た。私たちがこのような経験ができたのもたくさんの人が支え、

導いて下さったからだと思います。このキャンプで学んだこと大切

にし、そしてこの経験を今後の活動に生かし、周りに影響を与

えられるような人間になりたいと思っています。本当にありがとう

ございました。       ＹＭＣＡリーダー 向五睦・杉山智絵 

 

☆ 向五睦さんはさくら祭りのお手伝いにも来て下さいました。 

熊本みなみクラブとのＤＢＣ締結式 速報 

１２回西日本区大会では我々のＤＢＣの他にもう一つの面白
いＤＢＣ締結式がありました。クラブ名に西又はウエストの付く
所謂西連合の５クラブ（東京西、京都ウエスト、神戸西、大
阪西、熊本にし）同時ＤＢＣ締結です。話題性もあり人数的
にも比べ物になりません。お立会いの理事他役員の皆様も掛
けもちの為慌ただしい感は免れませんでした。しかし、柏原会
長の顔を立てて下さった六甲部の皆さん他多くの立ち会いの
方々でこじんまりした会場に予備の椅子を持ち込まねばならぬ
程となり、会は大いに盛り上がり、ＤＢＣ締結式は堀隆之熊
本みなみクラブ交流委員長の名司会で滞りなく終える事が出
来ました。 
関連写真、感想記事については次号をお楽しみ下さい。                          

吉岡浩一 

ＣＳや交報で２度も出た「みどり作業所」 

 柏原さん。いつも、お世話になっています。 
柏原さんの会長時代
にみどり作業所に多く
の支援をいただき感謝
します。この支援をもと
に芦屋の障害者福祉
の為にさらに前進して
ゆきたいと思っています。
又、本来は私も熊本
へ行かなければならないところを皆様にお任せして申し訳ありま
せん。例会にも行きたいと思っているのですが、教会の祈祷会
の奉仕もあって、不参加していますが部分的にでも参加するよ
うにします。今後もよろしくお願いします。  
＜大澤二朗メンの柏原会長へのメールを転載しました。＞ 

神戸 YMCA 総会がありました 

5 月 29 日（金）18 時 30 分から 2009 年度総会があり、芦屋

からは柏原会長と上野が列席しました。 

礼拝のあと、型どおりの総会でしたが赤字体質は改善されて

はいるものの、2000 万円ほどの赤字となったそうです。しかし、

神戸市から４体育館の運営委託を受けるなど、神戸市の信

任は厚く今後に明かりが見えてきました。との事業報告が水野

総主事からあったことが嬉しいことでした。 

2003 年度からのグランドデザイン GOAL 2011 の最後の 3 年

間を確たるものにするために、NEXT VISION 委員会を立ち上

げ常議員会の下に置くことが発表されました。 

お世話になった山根貞夫さんを含む 2 名の新名誉会員が選

ばれ、挨拶されました。 

総会の 2 部として、食堂でサンドイッチを食べながら歓談があり、

ボランティア表彰などが続きました。 

各地の YMCA との人的交流もあり、新しい魅力ある神戸

YMCA へと変身しているように思えました。     上野恭男 
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広島西クラブチャーターナイトに参加 

5 月 24 日（日）13 時からの「広島西クラブ」チャーターナイトに
柏原会長と参加しました。 
実は、次期西日本区のキャビネットとして神戸ポートの鈴木次
期理事と次期書記、次期事務局長として参加したわけです。 
ひろしま国際ホテルには 80 名を超える方が参集され、27 人の
「広島西クラブ」のスタートを祝いました。 
広島クラブがホストをしたものですが、キーメンバーの山野進メ
ンの80歳の母上もメンバーとして参加され、ふと、芦屋クラブ誕
生当時を思い起こしました。 
懇親会のとき、芦屋クラブから柏原会長と共に壇上に立ち、5
年、10 年と元気なクラブ
でいてほしい、と心からの
お祝いの挨拶をさせてい
ただきました。 
佐藤理事はじめ現キャビ
ネットが全員そろって参加
され、次期キャビネット鈴
木丸もこの 7 月から頑張
らねばと思いました。 
会が終了後、13 回西日本区大会実行委員会が広島
YMCA であり、冒頭、ヨサコイ踊りの練習です。12 回熊本大
会で踊りながらのアピールをしようというものでしたが、テンポの速
いフリはなかなか覚えられず、DVD をいただき自宅で練習と相
成りました。続いての実行委員会でも 9 部の部会にすべて参
加してアピールすることが話し合われ、1日ですべてのスケジュー
ルをこなす東日本区大会 6 月 13 日（土）を見学したり実りあ
る話し合いがもたれ、新幹線で 23 時に帰宅しました。 
                              上野恭男                              

理 事 通 信 (抜粋) 

                    西日本区理事 佐藤典子 

奈良大会の理事引継式で第 12 代西日本区理事を拝命し

てから 1 年、皆様の暖かいご支援、ご協力のおかげで理事の

務めを無事、終えることが出来そうです。 

この 1 年、各部会や周年例会、ＤＢＣ締結などに出席させて

いただきましたがその際、思いやりと心遣いで楽しい例会、メン

バーが参加したくなる例会を企画して下さいと申し上げてまいり

ました。私にとりましてはこの 1 年、多くのワイズメン・メネットとの

出会いがありましたし、楽しいワイズライフを過ごさせていただき、

皆様の思いやりと心遣いを実感した１年でした。 

国際からの新しいプロジェクト「ロールバックマラリア」が発表され、

西日本区の皆様に区の目標を上回る多くの献金をいただきま

したことに改めて感謝申し上げます。また、昨年 10月には「ワイ

ズ読本」が発刊されました。私達にとって「希望の灯」となる言

葉がたくさん詰まっている本です。皆様のお手元においてご活

用いただければ幸いです。2,000 名を目指しております会員増

強では、EMC 事業委員会のご努力と皆様の会員増強への

意識が高まって尐しずつ増えてまいりましたし、新クラブも熊本

に２クラブ、広島に１クラブが誕生いたしました。 

このような皆様の活動が１枚の葉となり枝となって大きな西日

本区の樹となっていると感じています。そして、その大きな木陰、

熊本での第 12 回西日本区大会でお持ち申し上げておりま

す。 

 

 

                  ＹＭＣＡ連絡主査 橋本 潤 

◇2009年定期総会、開催 

5月29日（金）に、約120名の会員のご出席を得て、神戸キリ

スト教青年会（神戸YMCA）の定期総会が開催されました。

今年は通例の事業報告に、学校法人、社会福祉法人から

各常務理事の報告、各委員会の委員長アピール、クラブ幹

事会アピールを加えることができ、より会員主体の総会となりま

した。また、125周年に向けてのアピールもできました。名誉会

員としては長く余島やヨットクラブをご指導いただいた鍬方志郎

さんと長くワイズメンとして、また聖公会司祭としてご指導いただ

いた山根貞夫さんを顕彰することができましたし、何組かのボラ

ンティア表彰をすることができ、会員やボランティアによって支え

られ動いているYMCAという本来の姿を確認することができまし

た。 

◇近江岸建助名誉主事を偲ぶ会、開催 

5月31日（日）に、昨年5月29日に惜しまれつつ逝去された故

近江岸建助さんを偲ぶ会が三宮会館チャペルにて開催され、

約200名の方々が参集されました。（会では東神戸教会の川

上盾牧師によるメッセージがあり、海を見たら父を思い出して

ほしいというご子息、建太さんの言葉から近江岸さんの思い出

と追悼のお話がありました。その後、武田寿子会長、橋本照

夫さん、保育園の大谷真理さんから思い出が語られ、今五鎮

雄顧問からもお話がありました。）リーダーOBOGの皆さんをはじ

め、近江岸さんに親しい方々が多く集り、思い出を語り故人を

偲ぶ穏やかな時となりました。 

◇今後の予定   

1) 第 19 回チャリティーワイン 

  日 時： ６月２６日（金）午後６：３０～８：３０ 

  場 所： 神戸 YMCA  4 階 サイコー亭 

2) 第 22 回午餐会 

今回は昨年開校したばかりの関西学院初等部（小学校）

の部長（校長）である磯貝曉成さんにお越しいただき、「日

本の中等教育に欠落していたもの」と題してお話をいただき

ます。（関西学院の新しい初等教育の現場から、子どもた

ちの教育に大切なことは何か、示唆に富むお話を伺います。

是非、ご予定ください。） 

日 時： ７月４日（土）正午～午後２：３０ 

場 所： 神戸 YMCA  4 階 サイコー亭 

会 費： 3,000 円 

 

ＹＭＣＡニュース 

編集後記： ◇西日本区大会を控えた５月は行事も尐

なくそれに伴い記事も一寸尐なめです。◇７月号は西日

本区大会及び熊本みなみクラブとのＤＢＣ締結式の特集

号です。多くの写真とともに参加されたメンバーの皆さんの

報告や感想の寄稿を掲載予定です。◇兵庫県の五戸知

事が新型インフルエンザの鎮静を正式に発表、でもうがいと

手洗いは続けましょう。              桑野友子 


